
第１２回米原市定例教育委員会 

 

日 時：平成２０年１２月１６日 

１３時３０分開会 

場 所：米原市役所山東庁舎  

 ３階 第２委員会室 

 

出席者 教育委員：松嶌委員長職務代理者 堀田委員 河居委員 瀨戸川教育長 

教育委員会事務局：中谷教育部長 

教育総務課：馬渕課長 上村課長補佐 

学校教育課：山本課長 

まなび推進課：児玉課長 丸本統括参事 

    書記：薮田 

 

１．委員長職務代理者よりあいさつ 

    

２．事務局からの報告 

  

①教育総務課より概要説明 

委 員：給食の地産地消は、どのようなものか。 

事務局：地産地消は、去年から進め今年の７月から農協を窓口として実施している。 

品目は、７月以降なす・たまねぎ・じゃがいもから始めた。 

９月からは、ブロッコリー・赤かぶ・だいこん・キャベツ・白菜も取り入れた。 

    今後も増やしていきたい。今年の目標は、品目ベースで１５％であるが、１１月末現在で１９．

４％になっている。 

委 員：平成２１年度の予算ヒアリングが始まっているが、次年度の主な内容はどのようなものか。 

事務局：予算については、市の財源不足がある中、各課苦しみながら予算要求している状況である。    

教育総務課では、学校の施設整備を継続してお願いをしており、耐震関係では、山東東小学校 

体育館・双葉中学校の技術室棟について耐震設計を要求し、また、快適で安全な学校というこ 

とで、息郷小学校・伊吹山中学校の雨漏れ防止工事の要求をしている。給食センター関係では、 

東部給食センターは、来年７月末完成に向けて進めるが、あわせて米原給食センターの改修も 

進める予定である。東部給食センターでは、９月稼働に向けて備品・消耗品の計上、配送の関 

係では、エリアが１８校園に配送する必要があり、またコンテナが増えるので、４台の配送車 

が必要になり１台は現在の伊吹の車を使用し、３台は新規購入し、対応したいと考えている。 

他、今年度中学校にＡＥＤを設置したが、次年度小学校についても東草野小学校を除く１１校 

にＡＥＤを設置する予定である。新学習指導要領の改訂については、武道・理科教育・英語教 

育の教材備品・消耗品を計上している。また、教育振興計画は、法律で定められており、来年 

に向けて展開したい。 

事務局：学校教育課のメインは、新学習指導要領改訂に伴う移行措置であり、小学校５年生・６年生に 

外国語活動が週１時間必要になるため、本来は、外国語活動は、学級担任が授業をするべきで 



あるが、米原市では、ＭＧＴやＡＬＴの外国語国際協力員がいるので、これを利用して実施し 

たい。現在、外国語国際協力員は、伊吹・山東・米原・近江に１名ずつ配置しているが、山東 

地区は、小学校が４校あり、大原小学校が一番規模が大きいため１名増員の要求を行っている。 

現在、特別支援教育・別室登校の子どもサポーターは、１２名配置し、補正対応で１３名であ 

る。次年度、サポーターの１名増員は難しく、週３日または４日で１名増の予算要求をしてい 

る。中学校の海外派遣については、次年度予算要求をしていない。海外派遣については、米原 

市から行くだけでなく、今後は、派遣先の窓口の方に来ていただくことから交流のきっかけと 

して検討していきたい。 

事務局：まなび推進課では、施設の老朽化は進んでいるが、修繕等は緊急を要する必要最小限で計上し

ている。強化したところは、図書館の運営は、現在、正規職員が少なく、臨時職員を雇い実施

しているが、来年以降、官から民への運営主体をつくる流れで市民の人材育成も含め、図書館

に必要な臨時職員の予算要求を行った。また、米原市のスポーツ振興計画も計上しており、ス

ポーツあり方検討委員会で検討いただいた意見や具体的な行動計画も含めて作成する予定で

ある。米原公民館については、老朽化し、ホールの吊り物も１５年程度経過しており、全体的

に安全性を確保するため、耐震診断の予算を要求している。他、来年は、ホッケーのスポ少全

国大会が、米原市で開催されるのでその経費を予算計上している。 

委 員：次年度、小学校５年生・６年生の外国語を取り入れることについて、文部科学省の副読本によ 

り全国的に同じ内容になるのか。 

事務局：そのとおりである。ただし、ＭＧＴやＡＬＴの人数は、市町に応じて違い、米原市は、ＭＧＴ

やＡＬＴは今まで漸進的な取り組みであるので予算取りを行いがんばっていきたい。 

委 員：図書館の指定管理については、図書館協議会からはどういう意見がでているか。 

事務局：委員からは、賛否両論であるが、おおかたの委員は、指定管理について理解いただいていると 

考える。ただし、民間会社が、指定管理を行うことについては拒絶反応はあるが、今いる方の 

力により運営するかたちになれば、よいのではないかという方向であり、その方向で努力をし 

ていきたいと考える。 

委 員：市民が力をあわせ今までの運営どおりに進めばよいが、将来的に財政的な事情等により、歯止 

めがなくならないよう慎重に行っていただきたい。 

事務局：この問題は、協定書の中身で処理できるものと考える。図書館は、公募ではなく、特定型で団 

体にお願いする方式で進めていきたいと考えている。また、現在勤めている人について、身分 

が臨時職員では継続して働きにくく雇用が不安定であるので、指定管理になり勤める人も指定 

管理先と契約をすることにより雇用の安定化が図れるのではないかと考える。 

委 員：小学校５年生・６年生の外国語が、１時間増えることについては、授業数が増えるのか。 

事務局：高学年は、総合的な学習時間が減るので増えないが、小学校１年生は、体育や算数により増え 

る。 

委 員：海外派遣の受け入れについてはどうか。 

事務局：海外派遣について、事前に団長と教育長は、派遣先での打ち合わせを行い、受け入れする話も 

行っていた。派遣先から日本に来るのは、テロ等を恐れてハードルは高い。 

委 員：小学校のＡＥＤ設置はありがたく一般の人にも使えるようにお願いしたい。 

 

②学校教育課より概要説明 



委 員：先般、滋賀県ＰＴＡ大会があり、小中学校の携帯電話については、ＰＴＡの中ではどうしたら 

よいかわからない状態である。現段階、ＰＴＡの携帯電話の運動は難しいと考える。ＰＴＡが 

動く仕組み作りをお願いしたい。 

事務局：青少年育成市民会議・ＰＴＡ連絡協議会・少年センター等と連携し、米原市の方向性を作成し、 

動きができるとよいと考える。 

 

３）まなび推進課より概要説明 

委 員：成人式実行委員については、公募はあったか。 

事務局：１名のみあった。 

委 員：まちづくりのスタートであるので、そのような人材を育てていただきたい。 

委 員：近江地区の体育館はどのような状態か。 

事務局：方向性は、双葉中学校の敷地内に新たな体育館を建設し、公民館の体育館は壊すかたちである。

計画は、財政的な協議も必要で、できていない状態であるが、検討し進めていきたい。 

委 員：学校の体育館と一般向けの体育館２つ作るのか。      

事務局：現段階の流れは、少子化が進む中、学校施設を一般の市民にも有効に利用していただくかたち

である。 

 

３．議題 

議案第６１号 後援等名義使用承認について 

 ・雪合戦奥伊吹バトル＆かまくら祭２００９（まなび推進課） 

  事務局より概要説明 

後援承認 

 

 ・平成２１年度近畿高等学校体育大会第３１回近畿高等学校ホッケー選手権大会（まなび推進課） 

事務局より概要説明 

委 員：開催の会場は順番になっているのか。 

事務局：受入れできる会場に限られ順番ではないと考える。 

委 員：ホッケーのスポ少全国大会の会場も順番か。 

事務局：順番ではない。合併後は、米原市の会場は初めてで県ホッケー協会と日本ホッケー協会で決定

しているのではないか。 

後援承認 

 

 ・ＢＢＣ＆藤井組だよ！キャラ＆滋賀産アニメ新春映画まつり２００９（まなび推進課） 

事務局より概要説明 

後援承認 

 

４．その他 

  米原市スポーツ顕彰候補者選考委員について 

  事務局より概要説明 

 



  米原市教育委員会の点検・評価について 

  事務局より概要説明 

事務局：今まで行ってきた統一様式の学校評議員の外部評価は、教育委員会に提出を求めないかたちで 

ある。今年度から、各学校が独自で学校評価と学校関係者評価を行い、教育委員会に提出し公 

表となる。この評価は、各学校に応じてバラバラであるのでまとめるのは難しい。学校（園） 

長が、学校（園）の指針に対しての評価を責任を持って行い教育委員会に提出しまとめたもの 

を評価することは良いと考える。 

事務局：目標値がない中、学校については、２４校園バラバラであるが検討を行い反映できるとありが

たい。 

委 員：学校訪問するときに、評価を踏まえて訪問し、書類どおりできているかの確認も必要と考える。 

学校訪問するときのポイントを絞って行うことも良いと考える。市の点検・評価は、管理職会

議等で年何回か公表・チェックはされているのか。 

事務局：予算を含めた全体の流れは、前年の８月に次年度の重点目標を議論し、サマーレビューで概算

要求、１１月に予算要求、査定を行い、３月に議会提出し、予算を執行する。次年度の５月に

予算執行を締め切り、９月までに決算を作成して議会に報告するかたちである。点検・評価は、

４月に市長のヒアリングで重点目標を報告し、７月ごろに内部での中間報告、１０月に市長査

定があり、次年度の４月で総括するかたちで年３回から４回チェックするかたちとなる。 

委 員：教育委員会にもみせていただけるとよいと思う。この課題は、当然行う必要があり、検討しな

がら進めていただき、ご意見があれば提案してください。 

 

○次回定例教育委員会   １月２２日（木）午後１時３０分～ 

 

以上をもって第１２回定例教育委員会を １５時１８分に終了した。 
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